
第42回 福祉祭福引き券

第42回 福祉祭福引き券

第42回 福祉祭福引き・景品配付

第42回 福祉祭福引き・景品配付

裏面のクイズに答えて

本部テントにお
持ちください。

※お一人様、１回
限り有

効

お一人で
何回も抽選することは

できません。

１０：３０ごろより本
部にて

行
います。（時

間
は目安で

す。景品
がなくなり次

第
終了で

す。）

キ

リ

ト

リ こちらの
「第４２回福祉
祭福引き券」を
ご持参ください。

お名前 金　額

お名前 品　物

車いす

善意のご寄付
次の方々から善意のご寄付がありました。

厚くお礼申し上げます。
（敬称略・順不同・単位：円）

（令和元年9月1日～10月20日受領分）

合　計 476,245

太田　マリ子

明るい社会づくりの会

3,000

橋本　孝子 363,185

1,060

その他匿名6件

東京ボウリング場協会・
多摩地区

109,000

　
テ
ー
マ 「
自
分
そ
し
て
家
族
の
安
心
の
た

　
　
　

  

め
に
で
き
る
こ
と
」

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
た
い
、
家
族
に
心
配
を
か
け

た
く
な
い
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
つ

い
て
考
え
た
い
方
、
あ
ん
し
ん
講
座
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
第
１
回

日　
時 

12
月
3
日（
火
）

　
　
　

  

午
前
10
時
〜
正
午

内　
容 「
成
年
後
見
制
度
の
基
礎
」

講　
師 

清
水
光
子
氏（
弁
護
士
・
赤
沼
法

　
　
　

  

律
事
務
所
）

◎
第
2
回

日　
時 

12
月
17
日（
火
）

　
　
　

  

午
前
10
時
〜
正
午

内　
容 「
申
立
て
書
類
の
書
き
方
と
後　

　
　
　

  

見
人
の
業
務
」

講　
師 

清
水
光
子
氏（
弁
護
士
・
赤
沼
法

　
　
　

  

律
事
務
所
）

◎
第
3
回

日　
時 

12
月
24
日（
火
）
午
後
1
時
30
分

　
　
　

  

〜
午
後
3
時
30
分

テ
ー
マ 「
自
分
そ
し
て
家
族
の
安
心
の
た

　
　
　

  

め
に
〜
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
〜
」

　
　
　

  （
終
了
後
、
個
別
相
談
時
間
あ

　
　
　
　
り
。）

講　
師 

笹
本
賢
治
氏（
行
政
書
士
・
東
京

　
　
　

  

都
行
政
書
士
会
立
川
支
部
）

◎
全
回
共
通

対　
象 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
ま
た

　
　
　

  

は
市
内
で
親
族
後
見
人
等
と

　
　
　

  

し
て
活
動
し
て
い
る
方

会　
場 

社
会
福
祉
協
議
会

参
加
費  

無
料 

定　
員  

第
１
・
２
回
：
各
回
20
名

　
　
　

  

第
3
回　
40
名（
い
ず
れ
の
回
も

　
　
　

  

先
着
順
）

※
い
ず
れ
か
１
回
の
み
の
参
加
も
可
。

※
手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
申
込
時
に
お

　
申
し
出
く
だ
さ
い
（
第
３
回
は
要
約
筆

　
記
あ
り
）。

申
込
み 

各
回
、
１
週
間
前
ま
で
に
電
話

　
　
　

  

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て　
　

  

　
　
　

  

あ
ん
し
ん
東
大
和（
社
協
内
）
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
〜
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
〜
で
は
、
協

力
会
員
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
の
い
る
ご
家
庭
の
子
育
て
支
援
、
ま
た

産
前
産
後
の
方
の
い
る
ご
家
庭
や
、
高
齢

者
等（
障
害
者
・
病
人
含
む
）へ
の
家
事
支

援
等
で
す
。

　
ご
自
身
の
生
活
の
な
か
の
空
い
た
時
間

を
活
用
し
て
、
地
域
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
活
動
を
す
る
協
力
会
員
と
し
て
登
録
す
る

た
め
に
は
、さ
わ
や
か
講
座
の
受
講
が
必
要
で

す
。協
力
会
員
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る

方
、さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
方
、

ご
自
身
の
た
め
に
勉
強
し
た
い
方
な
ど
、ぜ

ひ
、さ
わ
や
か
講
座
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ヘ
ル
パ
ー
・
看
護
師
・
保
育
士
な
ど
の
有
資

格
者
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
知
識
や
経
験
を
活

か
し
ま
せ
ん
か
。

日　
時 

11
月
18
日（
月
）

　
　
　

  

午
後
1
時
30
分
〜
５
時

場　
所 

社
会
福
祉
協
議
会

内　
容 

高
齢
者
の
理
解・保
育
の
理
解・

　
　
　

  
支
援
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、等
。

申
込
み 
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

　
　
　

  
タ
ー（
社
協
内
）
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※
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
は
、住
民
に

　
よ
る
有
償
の
相
互
援
助
活
動
で
す
。

※
1
時
間
の
活
動
で
9
0
0
円
〜　
　
　

　
1,
1
0
0
円
の
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま

　
す
が
、
お
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
決
ま
っ
た
額
の
収
入
を
見
込
め
る
も
の

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
年
も「
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
」を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
行
う
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金

は
、
サ
ロ
ン
活
動
や
こ
ど
も
食
堂
、
車
い
す

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
支
援
や
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、広
く
市

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
自
治
会・管
理
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
11
月
を「
あ
い

さ
つ
奨
励
月
間
」と
し
て「
あ
い
さ
つ
運

動
」を
実
施
し
ま
す
。

　
近
頃
、「
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し

て
い
る
」と
い
う
こ
と
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
進
行
す
る
少
子
超
高
齢

社
会
で
は
、地
域
住
民
同
士
の
助
け
合
い
が

重
要
と
な
り
ま
す
。人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

ふ
れ
あ
い
、そ
し
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第一歩
と
な
る

「
あ
い
さ
つ
」は
と
り
わ
け
大
事
で
あ
り
、社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、住
民
同
士
が
あ
い

さ
つ
で
き
る
、そ
ん
な「
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
、昨
年
に
引
き
続
き
、「
あ
い
さ
つ

運
動
」を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

期　
間 

令
和
元
年
11
月
1
日（
金
）〜

　
　
　

  

11
月
30
日（
土
）

内　
容 

あ
い
さ
つ
運
動
実
施
期
間
中
、

　
　
　

  

空
堀
川
遊
歩
道
を
中
心
に
市
内

　
　
　

  

各
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

Ｐ
Ｒ
活
動 

①
11
月
１
日（
金
）空
堀
川
遊

　
　
　

  　
歩
道

　
　
　

  

②
11
月
５
日（
火
）イ
ト
ー
ヨ
ー

　
　
　

  　
カ
ド
ー
東
大
和
店

※
②
に
は「
し
ゃ
き
ょ
う
の
た
ま
ち
ゃ
ん
」も

　
参
加
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参

　
加
い
た
だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

T
E
L 

０
４
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‐
５
6
4
‐
０
０
１
2

方
、事
業
所・団
体
、個
人
の
方
か
ら
の
募
金

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
歳
末
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

社
協
窓
口
に
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、自

治
会
等
を
通
じ
て
募
金
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
振
替
を
ご
希
望
の
方
へ
は
振
替
用

　
紙
（
振
込
手
数
料
は
社
協
負
担
）
を
送
り

　
ま
す
の
で
、お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

　
◎
募
金
期
間
は
12
月
16
日（
月
）ま
で
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ご
近
所
の
方
が
、
ひ
と
り
で
お
暮
ら
し

の
方
や
、高
齢
者
の
み
の
ご
家
庭
等
へ
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
う
か
が
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
活
動
は
お
互
い
に
声
を
か
け
合

う
こ
と
の
で
き
る
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
「
家
ま
で
は
来
て
も
ら
わ
な
く
て
も
、そ

れ
と
な
く
気
に
か
け
て
ほ
し
い
」と
い
う
場

合
、「
見
守
り
」も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
本
活
動
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
元
気
に
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、地

域
の
先
輩
で
あ
る
高
齢
者
を
同
じ
地
域
に

住
む
方
々
が
支
え
る
活
動
で
す
。

　
「
利
用
し
た
い
」「
関
心
が
あ
る
」と
い
う

方
は
、当
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
族
か
ら
の
ご
相
談
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

ご
利
用 

①
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
電
話

　
　
　

  　
く
だ
さ
い
。

　
　
　

  

②
日
時
を
調
整
し
て
職
員
と
協

　
　
　

  　
力
員
が
お
宅
へ
伺
い
ま
す
。

　
　
　

  

③
訪
問
の
回
数
や
方
法
、
連
絡

　
　
　

  　
先
等
を
確
認
し
、
申
し
込
ん

　
　
　

  　
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

  
④
協
力
員
が
定
期
的
に
訪
問
、

　
　
　

  　
ま
た
は
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

※

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ

　
れ
ば
、
当
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

協
力
員 

本
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

　
　
　

  

方
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

  

関
心
が
あ
る
方
は
当
会
ま
で
お

　
　
　

  

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、台
風
15
号
に

よ
る
千
葉
県
の
災
害
支
援
の
た
め
、９
月

26
日
と
27
日
の
両
日
、玉
川
上
水
駅
と

Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
東
大
和
前
で
街
頭
募
金
を

実
施
し
ま
し
た
。両
日
の
合
計
金
額
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　
募
金
は
全
額
千
葉
県
共
同
募
金
会
を
通

じ
、被
災
者
支
援
に
使
用
さ
れ
ま
す
。ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、本
会
窓

口
で
は
12
月
中
旬
ま
で
義
援
金
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

募
金
額 

1
3
3,
9
8
8
円

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、台
風
19
号
災
害

社
協
事
業
の
ご
案
内
な
ど

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
お
願
い

見
守
り
・
声
か
け
活
動

台
風
15
号
千
葉
県
災
害
義
援
金
の
報
告

台
風
19
号
災
害
義
援
金
受
付
中

年
末
年
始
の
土
曜
開
所
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
・
講
習
等
の
ご
案
内

あ
い
さ
つ
運
動

第
３
回
さ
わ
や
か
講
座

あ
ん
し
ん
講
座

歴史をつないで42回目。令和最初の福祉祭です。歴史をつないで42回目。令和最初の福祉祭です。

補聴器補聴器

久米川駅南口徒歩1分 東村山市栄町2-21-3
木曜日定休　駐車場ご案内します。本社：東大和市清原2-1279-7

認定補聴器専門店

―出張相談承ります―
メーカー各種取扱い

東大和市市民葬儀指定業者

久米川補聴器専門店
サンタイム

24時間年中無休 0120-51-41330120-594-419

直　葬 15万円（税別）
家族葬 25万円（税別）

　東大和市福祉祭は昭和48年に民生委員協議会と共催で「福祉バ
ザー」を開催した第1回を皮切りに、昭和53年から現在の「福祉祭」とし
て実施しており、今年で第42回を迎えます。
　市民の福祉に対する理解の向上と啓発、地域福祉の推進を図ること
などを目的に、福祉団体による活動ＰＲ、市民参加によるアトラクション、
物品の販売など行っており、毎年11月第2日曜日に開催しています。

主催　東大和市社会福祉協議会　　後援　東大和市
協力　東大和市民生委員・児童委員協議会、東大和地区交通安全協会、東京みどり農業協同組合東
大和支店、東京みどり農業協同組合東大和市各支部、東大和市商工会、株式会社ニシカワ、東大和武
蔵村山社会福祉士会、市民の皆さま

社会福祉協議会は、住民の方々が中心となって行う地域福祉活動を支え、安心して暮らせるまちづくりを進める機関です。

：

訂正とお詫び
前号の「善意のご寄付」記事につきまして、
寄付者のお名前に誤りがありました。
下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます。
（敬称略）　正　石井　庸夫　
　　　　　誤　石井　康夫

平成18年 第29回

昭和51年ごろ 福祉バザー

昭和57年 第５回 平成28年 第39回
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30303000～14：00～1400～1400～14：：：：30303030
市役所中庭等市役所中庭等市役所中庭等

11月10日（日）1011月10日（日）1011月10日（日）1011月10日（日）1011月10日（日）1011月10日（日）1011月10日（日）10
市役所中庭等市役所中庭等市役所中庭等

　東大和市福祉祭は昭和48年に民生委員協議会と共催で「福祉バ

市役所中庭等市役所中庭等市役所中庭等

　東大和市福祉祭は昭和48年に民生委員協議会と共催で「福祉バ

市役所中庭等市役所中庭等市役所中庭等

　東大和市福祉祭は昭和48年に民生委員協議会と共催で「福祉バ

市役所中庭等市役所中庭等市役所中庭等
詳細は詳細は詳細は詳細は詳細は詳細は

（開会式は午前9時45分から）雨天決行（開会式は午前9時45分から）雨天決行（開会式は午前9時45分から）雨天決行（開会式は午前9時45分から）雨天決行（開会式は午前9時45分から）雨天決行（開会式は午前9時45分から）雨天決行（開会式は午前9時45分から）雨天決行（開会式は午前9時45分から）雨天決行（開会式は午前9時45分から）雨天決行

ひがしやまとしゃきょうひがしやまとしゃきょう

　
令
和
元
年
12
月
28
日（
土
）と
令
和
2
年

1
月
4
日（
土
）は
本
会
事
務
所
及
び
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
エ
ル
カ
ム
・
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
閉
所
と
い
た
し
ま

す
。ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

の
義
援
金
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
預
り
し
ま
し
た
義
援
金
は
中
央
共
同

募
金
会
を
通
じ
各
被
災
地
支
援
に
使
用

さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

受
付
期
間　
12
月
中
旬

私たちのまちの地域福祉情報紙

特
集
特 

集

【その他の記事】・台風１５号千葉県災害被災地レポート……… P３
・社協からのお知らせ
 （あんしん東大和講演会など）…………………… P4

̶次回の社協だよりは、1月15日発行予定です。̶

もうすぐ福祉祭！もうすぐ福祉祭！

11月10日（日）11月10日（日）

・わたしたちのまち東大和の福祉祭
・未来を担うこどもたちからのメッセージ
　　　 ～福祉標語を通じて～

・わたしたちのまち東大和の福祉祭
・未来を担うこどもたちからのメッセージ
　　　 ～福祉標語を通じて～

「しゃきょうの
　　たまちゃん」東

や
ま
と

社
協

Winter．２０１９　　ＮＯ．２２１
2019.11.1発行 社協だより

FAX：042-564-3680

発行者／社会福祉法人東大和市社会福祉協議会
〒207-0015 東大和市中央３－９１２－３
TEL：042-564-0012
https://www.higashiyamatoshakyou.or.jp/

① ④

 



わたしたちのまち東大和の福祉祭
　昭和53年に始まった福祉祭は平成を駆け抜け、令和元年の今年で42回
目を迎えます。福祉祭は参加する団体から選出された実行委員によって運
営されています。福祉祭の魅力やこれからのめざすべき姿などについて、
本年度の正副の実行委員長と企画委員長からお話しをうかがいました。

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

「●
●●
●●
」

みん
なの
心に

たね
をま
く

○の
中に
適し
た
文字
を

入れ
てく
ださ
い。

第42回 福祉祭
福引き・景品配付
第42回 福祉祭
福引き・景品配付
１０：３０ごろより本部にて行います。
（時間は目安です。景品がなくなり
  次第終了です。）
こちらの「第４２回福祉祭福引き券」
をご持参ください。

１０：３０ごろより本部にて行います。
（時間は目安です。景品がなくなり
  次第終了です。）
こちらの「第４２回福祉祭福引き券」
をご持参ください。

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

クイ
ズ！
標語
最優
秀賞
は？

団体名
民生委員・児童委員協議会
ボランティア会

ロータリークラブ
ライオンズクラブ
ボーイスカウト東大和第1団
ボーイスカウト東大和第2団
交通少年団保護者の会
明るい社会づくりの会
市職員組合
防犯協会
国際ソロプチミスト東大和
うまかんべぇ～祭実行委員会
さつき会

手話サークルピーナッツ
介護者のつどい東大和
かたつむりの会作業所
向台老人ホーム

聴覚障害者協会

手芸グループ
花みずき
さわやかボランティア
シルバー人材センター
更生保護女性会

キ

リ

ト

リ

やまと苑
さくら苑
サービスセンターきよはら

野菜バザー、今・昔遊び、
バザー、展示

カルツォーネ、サンデーゼリー

赤飯、手芸品

昆布等

今川焼き、展示
やきそば、菓子、バザー等

手芸品、書籍、疑似体験
手話コーラス、手話通訳等

わたあめ、車いす体験
手芸品

豚汁、おはぎ、手芸品 お茶
手芸品、バザー
はるさめ、雑貨
やきだんご、生花
パン、コーヒー
あげパン、おしるこ等
綿あめ、コーヒー、ポップコーン
花苗、雑貨
やきそば、やきだんご、雑貨
スーパーボールすくい
会場内警備
すいとん、おこわ、ゲーム

じゃがバター、コーヒー バザー

焼きぎょうざ、革製品等

展示

展示

展示
第一みんなの家 バザー、陶器、手芸品

押し花製品、はちみつ
五平餅、飲料等

第二みんなの家
第三みんなの家
あとりえトントン

フランクフルト、菓子、革製品第2あとりえトントン
おでん、飲料、焼菓子等ライブリィ工房
パン、焼菓子食工房ぱる
やきとり、バザーグループホームなんがい
衣料、雑貨グループ「この指とまれ」
バザーデイサービスえんどうまめ
雑貨、バザーゆうハウス
フランクフルト自立生活センター東大和

パン、ミネストローネ等総合福祉センターは～とふる
民間緊急通報システム展示高齢者見守りぼっくす
展示、介護相談等グループホーム 風の樹
木工教室タカキ
展示、飲料、スープ試飲生活協同組合コープみらい
ぜんざい、フライドポテト喜良
雑貨、展示ウエルカム

中華おこわ、バザーデイサービスばくちゃん家
ホットドッグ、オムやきそば
焼菓子PACE

主なだしもの 団体名 主なだしもの

◆日時 令和２年１月２５日（土）午後１時３０分より（受付午後１時より）
◆会場 ハミングホール（エントランス、小ホール等）
◆お願い・当日は動きやすい服装でご参加ください。
・ハミングホールからボランティア体験をする場所（内容に応じて市内各所）
 へ自転車または徒歩で移動することがあります。
・午前中は災害ボランティアセンターを運営するスタッフの訓練を行います。
  スタッフとして参加してみたい方も
  お問合せください。
◆申込み 東大和ボランティア・
　　　　 市民活動センター
問合せ TEL  ０４２‐５６４‐００３５
　　　 FAX ０４２‐５６４‐３６８０
※１月１７日（金）までに申込みください。
※社協ＨＰからも申込みできます。

③ ②

今
、
福
祉
祭
に
思
う
こ
と

福
祉
祭
の
思
い
出
は
？

令
和
元
年
福
祉
標
語
最
優
秀
賞

『
あ
い
さ
つ
は

　
　み
ん
な
の
心
に

　
　
　
　
　た
ね
を
ま
く
』

今
後
の
福
祉
祭
に
期
待
す
る
こ
と

今
年
の
福
祉
祭
に
向
け
て　去る9月8日に関東地方を直撃した台風15号では、千葉県を中

心に停電や断水などインフラに甚大な被害が発生し、日を追うご
とにその深刻さを増していきました。東大和市社会福祉協議会
では、応援協定（※２）に基づき現地に職員を派遣し、災害ボラン
ティアセンターの運営に携わりました。派遣職員のレポートです。
　派遣期間：令和元年9月23日～27日
　派遣先 ：千葉県鋸南町災害ボランティアセンター
　派遣職員：山崎主事（地域福祉係ボランティア担当）

村山電機（株）、生活協同組合コープみらい、東京システム運輸ホールディングス（株）、インパック（株）、（株）サ
ンワーク、（株）村山設備工業、幸右衛門茶舗、桜ヶ丘整骨院、（福）向会 向台老人ホーム、本荘倉庫（株）、森永
乳業（株）東京多摩工場、柚木行政書士事務所、（医）徳寿会介護老人保健施設プラチナ・ヴィラ東大和、空龍
（イズモ商事）、大東京信用組合東大和支店、坪池正春、東京みどり農業協同組合東大和支店、（有）理容西川

令和元年度台風１５号千葉県災害の応援派遣を終えて・・・
　私は初めて被害に遭われた現地に応援派遣に行ってきました。普段
の業務がボランティア担当のため、災害ボランティアセンターについては
平時からマニュアル等の作成を通じて理解をしているつもりでしたが、
実際の現場に行き大変さを痛感しました。
　今回は台風による災害だったた
め、いたるところで屋根が飛ばされる
などの被害が出ており、町内を見渡
すとブルーシートが目につく状況でし
た。そのような状況で出てくるボラン
ティア依頼の内容を知ることができ、
今回経験を経て学んだことを当市で
も活かしていけたらと思います。
　これからも鋸南町の復興を見守っ
ていきたいと思います。

台風15号千葉県災害
派遣職員レポート

学んで！体験！災害時のボランティア
東大和市災害ボランティアセンター

設置・運営訓練のご案内

　私
た
ち
民
生
委
員
が
始
め
た
福

祉
バ
ザ
ー
が
数
年
前
に
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
昔
と
比
べ
て
障
害
や
障

害
者
へ
の
理
解
は
進
ん
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
途
上
で
は

あ
り
ま
す
が
。

　

福
祉
祭
と
し
て
は
「
し
ゃ
き
ょ
う

の
た
ま
ち
ゃ
ん
」
が
歩
く
姿
が
ほ
ほ

え
ま
し
い
で
す
ね
。キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
終
了
後
、
民
生
委
員
が
工

夫
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

売
り
上
げ
を
気
に
せ
ず
参
加
を
、

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
や
は
り
金
銭
面

で
も
地
域
福
祉
に
協
力
し
た
い
と

い
う
思
い
は
残
っ
て
い
ま
す
。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
福
祉
祭
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
や
っ
て
き
ま
し

た
。今
後
は
金
銭
面
の
協
力
も
し
っ

か
り
目
指
し
た
い
で
す
。

　

私
は
精
神
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
の
偏
見
や
誤
解
を
招
く

よ
う
な
風
潮
も
あ
り
ま
す
が
、
福
祉

祭
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
こ

と
で
理
解
が
広
が
り
ま
す
。ま
た
利

用
者
さ
ん
本
人
が
周
り
の
目
を
気

に
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
に
出
る
こ
と
で
「
そ
う
で
も
な

い
」
と
気
づ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
は
工
賃
確
保

の
重
要
な
機
会
で
す
。参
加
す
る
メ

ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
仕
事
の
日
、
働

く
場
、
と
い
う
意
味
合
い
も
強
い
で

す
。

　

作
業
所
と
し
て
工
賃
確
保
の
機

会
と
い
う
理
解
も
大
切
で
す
ね
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ふ
れ
あ
い
の
機
会
で

も
あ
り
ま
す
が
、
１
日
だ
け
な
の
で

ど
こ
ま
で
効
果
が
あ
る
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。し
か
し
障
害
の
あ
る

方
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
確
実
に
理

解
を
深
め
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
し
て
長
く
関
っ
て
い
ま
す
。グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
は
じ
め
は

若
く
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
福
祉
祭
が
最

大
の
活
動
の
場
で
、
そ
こ
で
お
互
い

に
元
気
な
様
子
を
確
認
し
て
い
ま

す
。お
客
さ
ん
に
も
、
毎
年
来
て
く

だ
さ
る
方
が
い
て
、
年
に
１
度
の
再

会
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
に
な
っ
て
か
ら
な
の

で
、
27
年
ほ
ど
参
加
し
て
き
ま
し

た
。当
時
は
と
に
か
く
「
忙
し
か
っ

た
」
と
い
う
印
象
で
す
。バ
ザ
ー
の

品
物
が
と
て
も
多
く
て
。民
生
委
員

に
と
っ
て
も
福
祉
祭
は
大
切
な
親

睦
の
場
で
す
。協
働
で
作
業
す
る
こ

と
で
結
束
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
ま
だ
５
、６
年
の
参
加
で
す
。

こ
の
間
に
バ
ザ
ー
の
終
了
等
大
き

な
節
目
が
あ
り
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
通
過
型
の
施
設
で
、
利
用

者
さ
ん
は
い
ず
れ
地
域
で
生
活
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。か
つ
て
の

利
用
者
さ
ん
が
福
祉
祭
に
来
場
し

て
再
会
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
10
年
く
ら
い
の
参
加
で
す
。

作
業
所
に
就
職
し
て
す
ぐ
実
行
委

員
と
な
り
、
す
ぐ
副
実
行
委
員
長
を

や
ら
さ
れ（
？
）ま
し
た
。そ
れ
が
一

番
の
思
い
出
で
す（
笑
）

　

私
は
35
年
く
ら
い
参
加
し
て
き

ま
し
た
。思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

こ
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
福
祉
祭

の
活
動
に
加
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。そ
の
親
御
さ
ん
を
含
め
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
福
祉
祭
を
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
。福
祉
祭
を
「
知
ら
な

い
人
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
」
と
い

う
状
況
を
変
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

障
害
な
ど
へ
の
理
解
の
向
上
も

大
切
で
す
ね
。

　

私
の
知
る
限
り
、
障
害
の
あ
る
方

が
地
域
で
活
躍
す
る
機
会
は
確
実

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。こ
ど
も
た

ち
が
、
地
域
で
は
多
様
な
人
が
生
活

し
て
い
る
こ
と
を
知
る
場
に
な
れ

ば
よ
い
で
す
ね
。

　

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
私

自
身
こ
ど
も
が
生
ま
れ
、
２
年
ほ
ど

来
場
し
て
い
ま
す
。こ
ど
も
た
ち
が

共
生
社
会
に
つ
い
て
理
解
す
る
場

に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。直
近
で

は
中
高
生
に
福
祉
の
仕
事
を
見
て

も
ら
い
、
福
祉
の
担
い
手
を
志
し
て

く
れ
た
ら…

と
思
い
ま
す
。

　

中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い

る
と
い
い
で
す
ね
。当
日
だ
け
で
も

参
加
し
て
く
れ
れ
ば
。

　

来
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
ど
も
た
ち
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
を
同
世
代
の
子
た
ち
が
見
れ

ば
感
じ
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。役
を
担
う
こ
と
は
本
人
も
誇
ら

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
活
動
と
い
え
ば
、
今
年
は

初
め
て
企
業
協
賛
を
募
り
、
18
件
の

協
力
を
得
ま
し
た
。金
銭
面
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
福
祉
祭
が
伝
え
た
い

「
優
し
さ
」「
思
い
や
り
」
の
心
が
企

業
に
伝
わ
る
と
い
い
で
す
ね
。私
た

ち
も
企
業
に
応
援
さ
れ
て
い
る
と

思
う
と
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
大
切
に
、
で

も
新
し
い
も
の
を
取
り
込
ん
で
、
す

ば
ら
し
い
福
祉
祭
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

小
林

小
林

小
林

小
林

小
林

小
林

鈴
木

鈴
木

鈴
木

上
岡

上
岡

菅
野

菅
野

菅
野

上
岡

上
岡

小林美智子実行委員長
民生委員・児童委員協
議会会長。約 27 年福祉
祭に携わる

鈴木一広副実行委員長
グループホームなんがい職員。
１児のパパ。

上岡伸年企画委員長
かたつむりの会作業所職員。

お母様と彩さん
菅野文子副企画委員長
社協理事。ボランティア
グループ花みずきなど
で福祉祭に参加。

　

福
祉
祭
は
40
年
以
上
の
歴
史
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。時
代
に
あ
わ
せ
変
え
て
い
く
べ

き
も
の
が
あ
る
と
同
時
に
「
変
え
て
は
い
け

な
い
価
値
」も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
福
祉
祭
に
携
わ
る
人
た
ち
が

楽
し
く
安
心
し
て
活
動
で
き
る
の
は
、
先
輩

た
ち
が
着
実
に
積
み
上
げ
て
き
た
成
果
で
も

あ
り
ま
す
。団
体
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
思
い

を
大
切
に
、
実
行
委
員
を
は
じ
め
社
協
職
員

も
一
丸
と
な
っ
て
42
回
目
の
福
祉
祭
準
備
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

お
話
を
う
か
が
っ
て

福
祉
標
語
優
秀
作
品（
９
点
）敬
称
略

　

今
後
は
和
太
鼓
に
も
挑
戦
し
、ち
ょ
っ
と

苦
手
な
か
け
算
を
覚
え
る
こ
と
に
頑
張
り

た
い
と
話
す
彩
さ
ん
。好
奇
心
旺
盛
で
小
学

２
年
生
と
は
思
え
な
い
し
っ
か
り
し
た
考

え
を
お
持
ち
で
し
た
。か
と
思
え
ば
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
が
苦
手
と
照
れ
く

さ
そ
う
に
話
し
て
く
れ
る
姿
は
と
て
も
ほ

ほ
え
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　

お
話
を
聞
い
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
興
味

や
経
験
を
実
行
で
き
る
環
境
を
創
ら
れ
て

い
る
学
校
や
ご
家
庭
の
な
か
で
、
彩
さ
ん
の

想
像
力
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
に
笑
顔
で
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
明
る
さ
を
届
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

※
１『
み
ん
な
の
家
』は
障
害
が
あ
る
方
が

　

通
所
し
陶
芸
や
織
物
な
ど
製
作
し
販
売

　

し
て
い
る
作
業
所
で
す
。

未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
福
祉
標
語
を
通
じ
て
〜

第42回東大和市福祉祭参加団体と内容

第42回東大和市福祉祭協賛（敬称略）

　は
じ
め
に
、
最
優
秀
賞
受
賞
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
福
祉

標
語
は
、
毎
年
市
内
す
べ
て
の
小
学

生
か
ら
作
品
を
募
集
し
、
各
学
校
で

１
作
の
優
秀
作
品
を
選
出
し
、
さ
ら

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
で
最
優
秀
賞
を
決
定
し

た
も
の
で
す
。多
く
の
作
品
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
の
は
知
っ
て
い
ま
し

た
か
？

　
　
「
・
・
・
・
」（
は
に
か
ん
で
首

を
振
る
。）

　

本
人
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い

よ
う
で
家
族
の
方
が
喜
び
ま
し
た
。

　

ふ
だ
ん
の
彩
さ
ん
の
様
子
を
聞

か
せ
て
下
さ
い
。好
き
な
こ
と
は
な

ん
で
す
か
？

　

絵
を
描
い
た
り
、
粘
土
や
工
作
や

お
料
理
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。自

分
で
考
え
て
何
か
作
る
こ
と
が
楽

し
い
で
す
。お
花
や
野
菜
を
育
て
る

こ
と
も
好
き
で
す
。次
は
ほ
う
き
草

を
育
て
て
自
分
だ
け
の
ほ
う
き
を

作
ろ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
福
祉
標
語
に
は
ど

ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
ま
す
か
？

　

九
小
は
あ
い
さ
つ
を
大
事
に
し

て
い
る
の
で
「
あ
い
さ
つ
」
を
入
れ

ま
し
た
。そ
れ
を
違
う
言
葉
で
例
え

た
い
と
思
っ
て
「
た
ね
を
ま
く
」
に

し
ま
し
た
。挨
拶
は
、
す
る
人
も
さ

れ
た
人
も
う
れ
し
い
か
ら
た
ね
を

ま
い
て
い
る
み
た
い
だ
な
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。挨
拶
す
る
こ
と
が
普

通
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
繋

が
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

彩
さ
ん
に
と
っ
て
「
福
祉
」
と
は

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

か
？

　
「
・
・
・
・
・
」

　

目
が
見
え
な
い
、
聞
こ
え
な
い
、

歩
く
の
が
大
変
な
方
な
ど
障
害
を

持
っ
て
い
る
人
や
高
齢
者
の
方
が

困
っ
て
い
た
ら
彩
さ
ん
は
ど
う
し

ま
す
か
？

　

助
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
の
近
く
に
「
み
ん
な
の
家
作
業

所
」（※

１
）が
あ
り
、年
に
数
回「
み

ん
な
の
家
ま
つ
り
」が
あ
り
ま
す
。

毎
回
、
参
加
し
て
陶
芸
や
作
業
所
の

方
と
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

す
で
に
福
祉
の
活
動
を
さ
れ
て
い

た
ん
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
で
、
多
く
の

人
に「
た
ね
」を
ま
い
て
く
だ
さ
い
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

彩
さ
ん

彩
さ
ん

彩
さ
ん

彩
さ
ん

彩
さ
ん

母

母

別
所
　彩
さ
ん（
九
小 

2
年
）

と
お
母
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

べ
っ
し
ょ
　 あ
や

こ
え
か
け
て

　

や
さ
し
い
き
も
ち　

は
ぐ
く
も
う

　
　

加
藤　

諒　
（
一
小
六
年
）

い
つ
ま
で
も

　

や
さ
し
い
か
ん
き
ょ
う　

未
来
ま
で

　
　

矢
代　

未
来　
（
二
小
五
年
）

手
伝
う
よ

　

そ
の
手
を
の
ば
せ
ば　

力
に
な
れ
る

　
　

欠
端　

友
音　
（
三
小
五
年
）

思
い
や
り

　

い
ろ
ん
な
所
で　
「
は
い
ど
う
ぞ
」

　
　

堤　

彩
乃　
（
四
小
五
年
）

わ
た
し
た
ち

　

町
ぜ
ん
た
い
で　

さ
さ
え
あ
い

　
　

下
出　

優
衣　
（
五
小
二
年
）

た
す
け
あ
い

　

や
さ
し
い
ま
ち
に　

あ
り
が
と
う

　
　

藤
原　

明
広　
（
六
小
三
年
）

大
和
の
子

　

み
ん
な
で
や
さ
し
く　

ま
ち
作
り

　
　

富
川　

凛
羽　
（
七
小
三
年
）

さ
し
の
べ
て

　

役
立
つ
そ
の
手　

勇
気
出
し

　
　

越
智　

真
海　
（
八
小
五
年
）

感
じ
よ
う

　

こ
ま
っ
て
い
る
人
の　

心
の
サ
イ
ン

　
　

水
谷　

菜
優　
（
十
小
五
年
）

※
福
祉
標
語
の
表
彰
式
を
11
月
10
日
（
日
）

　

開
催
の
福
祉
祭
で
行
い
ま
す
。多
く
の
皆

　

さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

か
と
う　

 

り
ょ
う

か
け
は
た　

   

ゆ 

の
ん

つ
つ
み　

あ
や 

の

し
も
で　

 　

ゆ  

い

ふ
じ
わ
ら　

 

あ
き
ひ
ろ

と
み
か
わ　

   

り  

う

お
ち　

 　

  

ま
な
み

み
ず
た
に　

   

な  

ゆ

や
し
ろ　

 　

み  

く

　報道などで最近よく耳にする「災害ボランティアセンター」。みなさんはご存知で
しょうか。ここ東大和でも大きな災害が発生した際は、被災者の復興支援の機関
として設置されます。では、設置される場所はどこでしょうか。みなさんがご自宅で
防災グッズなどを備えているように、災害ボランティアセンターについても、事前に
学んでおきませんか？災害ボランティアセンターのことを知っておくと、災害時きっと
お役に立つと思います。
　今回の訓練は、災害ボランティアセンターの役割についてお伝えすることと、実
際に災害時にどのようなボランティア活動が行われるのかを体験してみる訓練に
なります。ぜひ、多くの皆様の参加をお待ちしております。

ボランティア・市民活動センターより

※２ 大きな災害が発生した場合、都道府県社協を通じ、被災地の社協へ
　職員を派遣するしくみがあります。派遣職員は主に、災害ボランティアセ
　ンターのスタッフや資金貸付などの業務を行います。
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